
★そもそも転調なんてもんはジャズとかクラシックとかの連中がやることで、Sec.D みたいな話しは忘れてＯＫ。 

大事なのはただ「音楽をゾーンの中に送り込む」ってこと。 

ペンタトニックの転回 

 
 

 
 

メジャーペンタトニックを転回してくとマイナーモードが、マイナーペンタトニックを転回してくと

メジャーモードがそれぞれ登場してくるっぽいイメージが大事。 
 
上段の Major Pentatonic を key=Cから短３度下 key=Aに移調すると〔A△, G△, F△, D△, C△〕といった、よく見る５つ
のコードに置き換えられる。これに Am も加えて十字アクシスに沿って、代理コードのファンクションを嵌めてけばＯＫ。 
重要な見方は、□69 ってコードはメジャーペンタトニック、□m7(11)ってコードはマイナーペンタトニックだってこと。 
 だからつって、 
その５音を伴奏で全部鳴らしっぱなしぢゃゲーが無い。 
 ・伴奏で抜いた音を、メロディーで埋めるってのが大吉。 
  そのとき、伴奏にもメロディーにも 4th intervalが入ってれば、さらに大吉。 
 
□7(sus2,4)は Re を中心音としたペンタトニック。核音は Re-So（中心音はオクターブ内にひとつだけ、核音は複数存在しうる）。 

 
 
 
 
 
ペンタトニックコードの実践〔Mode+Bass〕 
コードチェンジぢゃなくてモードチェンジだ（トニックは固定＝絶対に転調では無い）と考える。 

 
ポイント① ３度を抜く 

そーすっと自然と Sus2や Sus4が登場する。ってなわけで、自然と４度が登場する。 
・３度はあっても無くてもＯＫ 

ポイント② ペンタトニックに１音足す 
慎重に選べば、様々なチャーチスケールが登場するので、□mode./Bass と表記できる。 

・低域は単音でもパワーコードでもＯＫ 
ポイント③ モード毎の色彩を繋げてく 

Majorから見た変化（特性音）と Minorから見た変化（特性音）を使いこなす 
・Modeの基本はペンタトニック 
・そこに倍音豊かな Bassの動きを追加する 
・さらにペンタトニック以外の１音を Melodyに使っちゃう 

 
以上。べんりだけど３度堆積よりかダンチに、積み方（Voicing＝音域）による色彩変化が激しいぞ。 

極力簡単で有効な音だけ鳴らせ、自分の耳を信じろ。 

↑ 

下降形で C音が

♭してる 

〔Pentatonic+α〕 

ⅣonⅤってコードも Re_penta. 
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